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第２期北海道ケアラー支援推進計画［素案］についての意見募集結果 

令和８年(2026年)２月 27日  
  
第２期北海道ケアラー支援推進計画[素案]について、道民意見提出手続により、道民の皆様

からご意見を募集したところ、８人、３団体から、延べ 37件のご意見が寄せられました。 

ご意見の要旨及びご意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 
  

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【表紙】 

「ヤングケアラー」の説明文について、令和

６年(2024 年)６月の「子ども・若者育成支援

推進法」改正で、18歳未満の子ども及び 40 歳

未満の若者がヤングケアラーの対象の定義と

されていることから、修正が必要ではないか。 

[札幌市] 

「北海道ケアラー支援条例」第２条第１項

第３号において、ヤングケアラーを「ケアラー

のうち、18 歳未満の者」と定義しています｡ 

また、年齢により一律に支援対象から外す

ものではないことから、原文のままとさせて

いただきます。 

 Ｄ 

【Ｐ２】➊ 計画の概要 

第２期計画では、ワーキングケアラー（仕事

と介護の両立）が項目と入っていることから、

「(3) 他計画との関係」の項で、分野に「労働」

を明記したほうがよいと思う。   [札幌市] 

ご意見を踏まえ、「労働」を追記すると  

ともに、｢北海道雇用・人材対策基本計画｣との

整合・調和についても加筆します。 

［案］Ｐ２  Ａ 

【Ｐ13】➋ これまでの取組と評価 

ケアラー・ワーキングケアラー人数の推計

値に、全国では年間約 10万人といわれる介護

離職者の状況について、北海道のデータと 

ともに入れたほうがよいと思う。  [札幌市] 

ご意見を踏まえ、家族の介護・看護を理由と

する離職者数の状況について追加します｡ 

［案］Ｐ13  Ａ 

【Ｐ16】➋ これまでの取組と評価 

周囲の関係者や地域住民が理解を深める 

対象としては、ケアラーに関する適切な理解

とケアラー支援の必要性についてだと思う。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ､｢北海道ケアラー支援条例｣

第５条第１項及び第６条第１項の条文に基づき、

「周囲の関係者や地域住民が、ケアラーが 

置かれている状況及びケアラー支援の必要性

について理解を深め、(後略)」に修正します。 

［案］Ｐ16  Ａ 

【Ｐ26】➎１ 普及啓発の促進 

ケアラーが担うケア役割は、個人差や世帯

差などがあり、ケアの大小・期間や負担感だけ

で測れるものではなく、ケアを担う人はケア

ラーという認識をつくっていくことが大切。  

 過度なケア負担を抱えた人だけをケアラー

と考えてしまうと、ケアに対してネガティブ

な思いしかなくなるので、このあたりの表現

については、丁寧に書く必要があると思う。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ､｢過度な｣を削除し､｢家族

介護の考え方や受け止め方が様々ある中、 

ケアを負担に感じたり、自分らしい暮らしを

送ることができなくなる場合がある点を課題

として、ケアラーを支援していきます。」に 

修正します。 

［案］Ｐ26  Ａ 

【Ｐ26】➎１ 普及啓発の促進 

Ｐ16（No.４）でも記載したとおり、理解を

深める対象としては、ケアラーに関する適切

な理解とケアラー支援の必要性についてだと

思う。             [札幌市] 

ご意見を踏まえ、｢北海道ケアラー支援条例｣

第５条第１項及び第６条第１項に基づき、 

「ケアラーが置かれている状況及びケアラー

支援に関する適切な理解を促進していく  

ほか、(後略)」に修正します。 

［案］Ｐ26  Ａ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ33】➎２(1) 家族介護に関する相談窓口の機能強化 

「ケアラー支援アセスメントツール」の 

イメージについて、「主観的ケアラー度」と 

「客観的ケアラー度」が何を指すのか分かり

づらい。              [札幌市] 

ご意見を踏まえ、ケアラー本人向けの主観

シートと支援者向けの客観シートの２種類が

あることと概要を追記します。 

［案］Ｐ34  Ａ 

【Ｐ34】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

多様なケアラーには、障がい者や精神疾患、

きょうだいケアラー等もあり、全ては難しい

と思うが、できるだけ明記したほうがよいと

思う（記載されていないケアラーは支援対象

ではないと捉える方がいるかもしれない）。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ、ひきこもり当事者や精神

障がいのある人及びその家族など、多様な 

ケアラー支援を進めていくことを追記します｡ 

［案］Ｐ40  Ａ 

【Ｐ36】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

北海道では、令和３年４月１日より、「小児

慢性特定疾病児童等自立支援事業」を開始 

していることから、「同年４月１日から、北海

道難病連内に小児慢性特定疾病児童等自立 

支援員が配置された」と記述してはどうか。 

[札幌市] 

［案］Ｐ37 に、「小児慢性特定疾病児童や

その家族に対しては、その相談に対応する 

小児慢性特定疾病児童等自立支援員を配置」

と記載しているほか、｢北海道医療計画｣とも

同趣旨であることから、原文のままとさせて

いただきます。 

 Ｂ 

【Ｐ36】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

小児慢性特定疾病児童等自立支援の窓口に

ついて、全道域は北海道難病連でよいが、札幌

市、旭川市や函館市の窓口の所在を明らかに

してはどうか。         [札幌市] 

ご意見を踏まえ、札幌市、旭川市及び函館市

の相談窓口を記載している道ホームページの

アドレスを追記します。 

［案］Ｐ37  Ａ 

【Ｐ37】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

障がい児等の家族が安心して働き暮らし 

続けられるための社会を実現する必要がある｡ 

具体的には、 

①障がい児等の家族の仕事と育児・ケアの 

両立を支援するため、育児・介護休業法上の

制度の適用期間の延長や休暇日数の増加 

など、弾力的運用を可能とする法改正を 

行うほか、障害福祉サービスの整備を行う 

②保護者の付添いなしで障がい児等が登下校

できるよう通学支援体制の整備を図る 

③移動支援を地域生活支援事業から自立支援

給付化として、通年かつ長期にわたって 

必要とする通学支援にも利用可能とする 

④児童発達支援や放課後等デイサービスに 

おける預かり時間の延長支援など、保護者

の就労などのニーズを踏まえた対応を図る 

等の課題について国への働きかけはもとより

市町村、関係団体、企業などと連携を図り、 

医療的ケアを要する子どもとその家族の支援

を進めます、と補強すべきではないか。 

[札幌市] 

医療的ケアを要する重症心身障がい児・者

への支援の充実や医療的ケア児の受入を行う

保育所等への支援の充実について国に要望 

するほか、道としては、北海道医療的ケア児等

支援センターにおける家族や市町村等からの

様々な相談に対応するとともに、全市町村に

医療的ケア児等コーディネーターを配置できる

よう人材の養成に努めてまいります。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ38】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

令和７年(2025 年)４月から段階的に施行 

された改正育児・介護休業法では、３歳から 

小学校就学前までの子を養育する労働者の 

ために、事業主が選択して講じる柔軟な働き方

を実現するための措置(努力義務)の一つとして

テレワークが追加されたものの､そもそも 

介護休業の取得率が 1.3％しかなく、ほぼ取得

されていない現状にあり、在宅であれば業務

が遂行可能な場合においては、企業への取組

を支援していくと補強すべきではないか。 

先進的に取り組んでいる事業所に対する 

一時的な助成金や、一定期間における税負担

の軽減措置等の政策減税が図られるよう、国

に対する働きかけと同時に、道としてできる

措置を検討すべきではないか。   [札幌市] 

道では今後、人事･労務担当者向けに「仕事

と介護の両立支援セミナー｣を開催すること

としており、セミナーの内容に反映していく

ことを検討してまいります。 

 Ｃ 

【Ｐ39】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

多様なケアラーへの支援についての具体的

取組が４つあり、それぞれに対し【取組例】や

新たな動きを記載したほうがよいと思う。 

例えば、白老町では道内初となる認知症の

人やその家族を支援する条例が制定された。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ､｢白老町認知症と共に生きる

希望条例」の施行について追記します。 

［案］Ｐ36  Ａ 

【Ｐ39】➎２(2) 多様なケアラーへの支援 

多様なケアラーへの支援に関する【取組例】

３例は大変素晴らしい取組であると絶賛する

とともに、ぜひ掲載すべき内容であると感想

を申し上げる。         [札幌市] 

道としては、今後とも、介護や援助を要する

程度のほか、ケアラーが抱える悩みや負担も、

その年齢や家庭環境などにより個々に異なる

個別性を踏まえ、世帯状況に応じた適切な 

方法及び内容によって、多様なケアラーへの

支援を進めてまいります。 

 Ｅ 

【Ｐ40】➎２(3) ヤングケアラーへの支援 

Ｐ26（No.５）で「(3) ヤングケアラーへの

支援」の「現状と課題」にも記載したとおり、

「過度に」は削除したほうがよいと思う。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ、「家族の介護その他日常 

生活上の世話を過度に行っていると認められる

子ども・若者である」を削除します。 

［案］Ｐ41  Ａ 

【Ｐ41】➎２(3) ヤングケアラーへの支援 

下から６行目「コーディネーターについて

は、」は、文脈としては分かるが、正式名称で

記載したほうがよいと思う。   [札幌市] 

ご意見を踏まえ、「ヤングケアラーコーディ

ネーターについては、(後略)」に修正します。 

［案］Ｐ42  Ａ 

【Ｐ42】➎２(3) ヤングケアラーへの支援 

ポスターの掲示や配布によってケアラーが

頼る場所があることを知れたり、普段関わら

ない人もケアラーの存在を知ることができる｡ 

また、学校の授業に取り入れることでケア

ラーのことや自分が何をできるか知ることが

できると考える。        [江別市] 

道では、普及啓発の方法の一つとして、ポス

ターやリーフレットの掲示・配布等を行って

います。 

また、ケアラーやヤングケアラーのことに

ついて知ってもらうため、学校への出前講座

の取組をさらに広げていきます。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ42】➎２(3) ヤングケアラーへの支援 

ヤングケアラーやケアラーのことを私たち

が「知る」ためには、ポスターやチラシを掲示

・配布しても、何もしないよりはよいが、立ち

止まってみたりチラシをじっくり見たりする

人は本当にわずかだと思う。私もその一人で、

学校からの配布物をあまりじっくり読んだり

することはしないので、「ヤングケアラーや 

ケアラーのことを知ってもらう」という観点

で見たらポスターやチラシは向いていないと

思うから、小中学生に知ってもらうためには

授業が一番だと思うし、そうしたらやっぱり

聞こうとする人も増えて、効果的だと思う。 

ヤングケアラーが「相談しやすくなる」と 

いう観点で見るとチラシを学校などで配ると

ヤングケアラーの人は目に留まる機会が増える

と思う。 

ヤングケアラーの早期発見については、 

周りの大人に相談しやすくする仕組み、環境

を整えることがよいと思う。ヤングケアラー

は自覚がない場合もあるようなので、授業を

することで「そういえば私、当てはまる」と 

思えるようになると相談しやすくなると思う｡ 

みんなでケアラーやヤングケアラーを支え

るためには同じケアラー同士での悩みの共有

が一番よいと思う。外部から何かを言われて

も結局は同じ境遇の人で相談したほうがちゃ

んとした解決策が見えたりするし、気持ちが

楽になりやすいと思う。     [江別市] 

相談先などを知ってもらうために、道では

ポスターやリーフレットの掲示・配布などを

行っています。 

そのほか､ケアラーやヤングケアラーのこと

を知ってもらうために、学校への出前講座の

取組をさらに広げていきます｡ 

また、周りの大人に相談をしやすくする 

仕組みや環境を整えること、ケアラー・ヤング

ケアラー同士で悩みを共有できる場をつくって

いきます。 

 Ｂ 

【Ｐ42】➎２(3) ヤングケアラーへの支援 

相談窓口につなげたり、相談機会の充実の

ためには、窓口周知や場づくりとともに、児童

生徒へのヤングケアラーに関する教育も大切

であり、児童生徒のヤングケアラーの自認が

不可欠である。 

北海道ヤングケアラー相談サポートセンタ

ーの周知について記載されているが、ヤング

ケアラーは自認しにくく、家でのお手伝いや

兄弟姉妹のお世話がケアと認識できない特徴

があることから、児童生徒に対するヤング 

ケアラーの理解の学習が大切だと思う。 

[札幌市] 

ご意見を踏まえ、「学校での活用を促進させ

るとともに、ヤングケアラーに関する教職員

や児童生徒の理解と相談の前段階にある児童

生徒の自認を促し」ていく旨を記載します。 

 ［案］Ｐ42  Ａ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ54】➎３(2) ケアラーを支えるサービスの充実 

「道内市町村の条例化の促進」という項目

を新たに項立てして進めていくべき。 

道内７市町の条例を紹介しつつ、「市町村に

対するケアラーの理解促進のため、道として

条例制定に向けた支援やアドバイスを行う」

という表現を入れるほか、21 圏域に設置して

いる地域アドバイザーを活用した市町村支援

を進めてほしい。         [札幌市] 

地域アドバイザーの助言内容として、「ケア

ラーを支援するための条例制定に向けた検討

・協議」の例示を追記したほか、【取組例】と

して「道内市町村における条例制定の動き」を

追加します。 

 ［案］Ｐ56・57  Ａ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

ワーキングケアラーは、今後も増加すると

推計されていることから、取組①～③に加え、

【取組例】の株式会社構研エンジニアリング

が取り組んでいる、 

１）社内への相談窓口の設置 

２）従業員同士の情報交換会の開催 

３）社内アンケートによる介護状況の把握 

４）ワークサポートケアマネジャーとは何か

の普及と活用 

等を掲載して取り組むとよいのではないか。 

[札幌市] 

【取組例】として、ご意見にある１から４の

取組を本文で紹介していましたが、ご意見を

踏まえ、より分かりやすくなるよう「主な取組

の概要」として箇条書きでも列挙します。 

［案］Ｐ61  Ａ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

北海道は、職種構成、交通手段、産業分布、

地域間距離など､全国平均と異なる要素が多く

道の独自性を踏まえた実態調査が不可欠。 

＜提案＞ 

・道内自治体・企業規模・産業別の調査を踏ま

えた「北海道版ワーキングケアラー白書」 

・中山間地域・離島・観光地・一次産業地域の

"地域別課題"の可視化 

・調査結果を次期 PDCAやモデル事業に反映 

[札幌市] 

令和７年度(2025 年度)に、ケアラー本人 

向けの実態調査のほか、事業者の人事・労務 

担当者を対象とした「仕事と介護の両立支援」

アンケートを実施し、本計画の第３章では 

これまでの取組と評価を行うとともに、第５章

において具体的取組を記載しており、道と 

しては、今後これらの取組を着実に進めて 

まいります。 

 Ｄ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

令和７年(2025 年)に更新された経済産業省

のガイドラインは、経営層のコミットメント・

実態把握・柔軟な働き方を明確化している。 

＜提案＞ 

・北海道版「ケアラーに優しい企業」認証制度 

・道内企業向けの実践ガイドや導入支援（一次  

産業・観光業にも対応） 

・ワーケーションやリモート活用を含めた 

北海道らしい柔軟な働き方の提案 

・商工会議所等との連携、セミナーの開催 

自然環境や観光地の多い北海道は、多様な

働き方との親和性が高く、魅力ある労働環境

の構築にもつながると考える。  [札幌市] 

道では､｢働き方改革推進企業認定制度｣を

実施するほか､｢仕事と介護の両立支援セミナー｣

を開催することとしており、ワーキングケア

ラーへの支援の促進につなげてまいります。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

国でも企業・産業保健・自治体の連携強化が

示されており、相談支援の強化は共通テーマ

であるが、北海道は"距離の壁"が大きく、既存

の仕組みではカバーしきれない地域がある。 

＜提案＞ 

・「仕事とケア両立相談窓口(道版)」の設置 

・産業医・社労士・ケアマネジャー・地域包括

支援センターをネットワーク化 

・地域の観光拠点や道の駅等で広報イベント

を実施し、認知度向上     [札幌市] 

ご意見を踏まえ、「取組②：職域と地域を 

つなぐネットワーク等の構築支援」を追加し、

ケアラー本人や医療・介護専門職、事業者の 

ほか、市町村が果たすべきそれぞれの役割を

記載するとともに、ネットワークの構築を 

促進してまいります。 

［案］Ｐ60  Ａ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

国の調査でも企業の実態把握の遅れが課題

とされている。 

＜提案＞ 

・道から「ケアラー申告制度」「アセスメント

シート・チェックリスト」ひな型の提供 

・地域特性を踏まえた企業向け学びの場（一次

産業・観光業向けなど） 

・管理職・人事担当者向けのオンライン研修・

関係者の情報交換会を定期開催 [札幌市] 

道では今後、人事･労務担当者向けに「仕事

と介護の両立支援セミナー｣を開催すること

としており、セミナーの内容に反映していく

ことを検討してまいります。 

 Ｃ 

【Ｐ55】➎３(3) ワーキングケアラーへの支援の促進 

国ガイドラインでも人的資本の観点から 

柔軟な勤務制度が推奨されていることから、

北海道を育児も介護も働きながら続けられる

地域として、魅力を発信してほしい。 

＜提案＞ 

・テレワーク・フレックスなどの導入企業に道

独自の評価・認証制度のほか、「ケアによる

離職率」改善を成果指標として明確化 

・道内企業の先駆的取組事例や実践ノウハ

ウをイベントやセミナー、SNSなどで発信 

[札幌市] 

道では､｢働き方改革推進企業認定制度｣を

実施するほか､｢仕事と介護の両立支援セミナー｣

を開催することとしており、ワーキングケア

ラーへの支援の促進につなげてまいります。 

 Ｃ 

【Ｐ73】➐ 数値目標の設定 

設定の考え方では、「道が実施する研修の 

受講者数：4,000 人を計画最終年度までに  

達成」としており、そのうち半分の 2,000人は

市町村職員とされている。 

市町村には大小があり、欠員を多く抱える

中で、一人で多くの地域公共サービスを担う

職員も多く存在することから、北海道として、

目標達成に向け、内容のアップデートに加え、

市町村の実態や声に耳を傾けて、どのような

形であれば受講が促進されるのかを把握し、

目標が達成されるよう取り組むべき。 

[札幌市] 

多くのケアラーが何でも相談できる窓口を

求めており、支援の担い手となる市町村職員

の役割は大きいことから、ご意見を参考に、 

研修内容や実施方法を検討するなど、市町村

職員の受講が促進されるよう取り組んでまいり

ます。 

 Ｃ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

【Ｐ76】➐ 数値目標の設定 

現状で「相談窓口の明確化と協議の場の 

設置市町村数は、「計画最終年度までに整備率

100％」と記載されている。 

 計画達成に向け、どのように市町村に寄り

添って整備率 100％を達成するのか、道の姿勢

として記載すべき。 

残り 21市町村は、なぜ「相談窓口の明確化

と協議の場の設置」ができないのかを十分に

把握し、丁寧な対策を切に要望する。 

[札幌市] 

道ホームページにおいても全 179 市町村の

相談窓口を明示するとともに、ご意見を参考

に、地域アドバイザーを派遣するなど、市町村

において「相談窓口の明確化と協議の場の 

設置」が促進されるよう取り組んでまいり 

ます。 

 Ｃ 

【全体】 

頑張ってほしいと思っている。 [紋別市] 

 

道では､引き続き本計画でもケアラー･ヤング

ケアラーを支援する取組を進めていきます｡ 

 Ｅ 

 
なお、「道民意見提出手続の意見募集結果(こどもの意見)」の選択式設問に対する意見募集

結果は、別紙様式２をご確認ください。 

 

 
※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

Ａ 意見を受けて案を修正したもの  
問い合わせ先 

保健福祉部高齢者保健福祉課（地域支援係） 

   電話：０１１－２３１－４１１１ 

     （内線：２５－６６９）  

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

 


